
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

     

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●本校では総合的な学習の時間に「共に生きよう ふれあう心」をテ

ーマとして年間を通じて福祉交流体験を行っている。 

●社会福祉協議会から障がいをお持ちの方を招き、普段の生活や白杖

の使い方、手話の仕方を教えていただき、児童は実際に体験する中

でバリアフリーに対する考えを深めている。 
 

●障がいをお持ちの方から普段の生活を聞いたり、質問したりする

中で、困っている人には声をかける等、自分たちにできることを

考えさせていくことができました。 

●実際に白杖の使い方や手話の仕方を教えていただきながら体験す

ることで、交流を深め、共に生きる大切さについて考えを深める

ことができました。 

 ○○○○○○○○○○。 

 

●手話や白杖体験を実際に行うことで、障がいのある方の気持ちにな

って考える良いきっかけとなった。 

●障がいのある方の話を実際に聞くことができて、これからは町中で

困っている人がいたら助けてあげたいと思った。 
 

福祉交流体験 

第４学年 


